















































































































































































	第6章　地質
	6.4 発破試験
	6.4.5 測定結果
	6.4.6 測定結果の解析および考察


	第7章　地震
	7.1 フィリピン国の地震活動特性の概要
	7.2 設計震度

	第8章　開発計画
	8.1 開発規模
	8.2 揚水源資と開発時期
	8.3 揚水発電パターン
	8.4 貯水池運用計画
	8.4.1 既設々備の経緯
	8.4.2 上池と下池の機能
	8.4.3 貯水池運用の検討


	第9章　送電計画および系統解析
	9.1 送電計画
	9.2 系統解析

	第10章　概略設計
	10.1 既設構造物の現状
	10.1.1 Caliraya貯水池
	10.1.2 上部水路と取水口
	10.1.3 水圧鉄管路
	10.1.4 発電所ならびに放水路
	10.1.5 サービスビルおよびコントロールビル
	10.1.6 開閉所

	10.2 代替案
	10.2.1 基本条件と代替案
	10.2.2 Alternative A
	10.2.3 Alternative B
	10.2.4 Alternative C
	10.2.5 施工上配慮すべき事項
	10.2.6 代替案の経済比較
	10.2.7 代替案の検討結果

	10.3 土木構造物の設計
	10.3.1 上部開水路
	10.3.2 取水口
	10.3.3 水圧鉄管
	10.3.4 Lumban-Kalayaan国道の迂回トンネル
	10.3.5 発電所
	10.3.6 放水路
	10.3.7 開閉所
	10.3.8 荷揚げ設備

	10.4 電気設備の設計
	10.4.1 発電所
	10.4.2 キャビテーション特性及び水撃圧の検討
	10.4.3 屋外開閉所他
	10.4.4 輸送



